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卜　はじめに

　1980年往後半くから90年半ﾚﾆかけﾌﾞj゛‥,･｀ヽ41｀ヽ..ﾉ｀､万万TI〉づう万言ﾌﾞけしぃ･一ケ〕……･ター-一字，．,･{ヽヽヽ,全柏肝∇ナ

る人口前急速に拡大しか二三に伴つＴ、バlyjﾚﾆﾚﾚ･ぐ二,,よ､〕,,るﾒづっ･廿…………ｺﾆﾌﾞ･･ｿﾞ〕)J玉･･ｿﾞ斐ｲｰﾊﾟ゛、ごこ,す･ヽ万)!ﾚ1(j〕.,こ,･

る｢電子メーづレ]の利用言爆発的に増加しか。さらに2000年獄除け携帯亀話①佐及

前進んで，いわゆる｢携帯メー一,･し･|の利用加増排|し｡六万Tじyヽる

　ニのような拒会情勢の変化を反映〔｡ﾆ″じ，i電干メー几づケバう新語前使われ姶六千

の後，使用頻度が急増レ　一能社会に幅広く径鴎レ定着二好|言言　岩波書店発汗二

万広辞苑]はＵ本語び)往古的な辞書ｿﾞ)－ぃ!っ'ごする。ﾚ言言牡--ﾉL〕七レレう新語が∧壮言竹

苑』に収録士れたのはIり引年毎∩の竿ご↑服かゾレ∇悍るごケ　二万＼)乍実は、且且且且

その間の事情に対応レてい石七推測さ利府。第斗販においﾌﾞﾆ　すでに｢電子メーづレ

の略語とレての｢メール]が見出し語に立てらｫ丁丁七半　ﾚ⑤子メーづ∩の毀半態上レ

丁の｢イ一・メー爪｣にち言及前ある。

　一般に∧文法や語法牡変化け長い時間をかけて徐々に朧伴牛石。語二千しとめ九九

陽様に長い時間全姿する‥本稿Ｔよ　ﾚ亀卜ｽヽ-一一ｹﾇﾚ,･､..|　七ﾚﾉ犬--‥..ﾒｰ一,几ﾚﾒﾆｰ-j｀L｡、　レ

いうiT関使用語の変異形氷貯つ仁判子の墜肝淮移全昇査言壮貯⑤対蒙言牛く)レブ

ち述べたよう⑤　これらは〕ずれ右比較的鍛⑤圧ｫ〕打出レ牡岫⊃あ①且軒ヤ柏㈲門

の間に牛長と減衰氷水レ子の選択的俯付け現往も進行中である‥本橋白白㈲は，粧

聞デ一タベースを用い丁ﾚ電Ｔメー爪レ七よブその変異形の使用朧度の推移を計測{｡っ，

定量的な硯点か⑤分析牡行い，多変量解析ﾂﾞ□≒去全用いて幄察言れ石ﾃﾞ……-……-タ(ﾉ゛｀).｀.け'.iﾀﾞヶﾄ万万一ヽ

試みる二七万あ回し　よい具体的には，早川Ｕ／､よし子∧ルヤ上石リンス千丁大甘㈱賜

分析を用汗丁，競合する首星∩選択の際回腸レプ∧ﾚる説開姿㈹を特言ずるニ七工仁る,、

その結果として，対象語胆坪レ⑤計ﾚる年往七ノャレ…….ﾉﾚ牡よケ対象語皇体牡頓度は重塵

な説明塵因七して腸い丁いるの∩対レ対象語侑肝者万ある書参干牡け別　年齢とい

う要囚ぽ説明要因七して働いて汗仁いニ上氷士張す石､、

　以下二第ン節では。　調牡対象士プ卜析言ﾚ貯法①ンっレて言士ずる,，第３節万ばっ　[コレス

ティ犬ｸ回帰分析の緋果を提示し子犬意味付ﾚ･を愉汁する。第寸言はま七めとケ後

の課題を述べる。

引☆………-
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２、分析の目的と方法

　ニけ節ては，分析の目的上調査対象の分杵貯法レつい①顔単ド⑤べる。

剖　目的

　本稿の調査項目はﾚ帽ブ∇ﾒｰ一.ﾌﾟﾚ|　レドメー……ﾉﾚ,j　l‾ﾒ,一一ｬﾉじ回_1、壮士Lでｿﾞぐﾚ又エル]＼ﾒ∧レ

几言の証で⑤る。これて,几往往内容は基本的に同レＴあ①　し九万士√で〕゛ぐゾドゾ｡,一言ｿﾞ〕)ﾙy

☆互いに置①煥土言⑤で⑤るじゾご，異形態の関孫にあるし見なしうる。形態的な剔言

かﾄﾞjヤ犬上＞⊃徴ドメ､-一一.j｀ﾚ､､|六で∧‾‾ﾄ〕.メゝ---･.ﾉﾚj｡｣,C〕よﾆﾚ'〕〕.っ(‘,ﾉT〕)一首半がらなる複言彩且Ｔあか川二

対{………，ﾚ匹……ﾉﾚ.,･j{､ﾕﾚ半,jﾐ･ﾉﾚ詰･゛'ごある。二万意味①はっ　ﾚﾉｰ………ﾒ｀L,..･〕しよ几ｿﾞ)複言爪①竿才安彭

部削絡言斜二……〔15一犬″ｯ〕.〕｀ヽきヽﾉﾋ短縮ササ介ゐ上見なしうる(注ﾀﾞ犬

　二仁ドノス臣莞けブ尚尚］ノ牡⑤号けられるの牡ろう力)ﾄ二三‘｀c,,･｀ヽ換①ると……八万し｀jﾀ･ﾆ几ﾚﾄ万｢｣

寸土仁　長径土工☆衛万言牡はと牡ような首㈹に士十て決定されるの九ノレ特大　子Ｏ

メカニズム牡定朧的に検且牛る八部本稿の目府である　ニの現蒙によおそら◇複数ｿﾞ)

柏几が複雑に絡み合十ているニ上部干想さ且る。したが十で、本稿てけっ仏寺塵放

水煙四大Vご油レドゾ､,,ご゛｀''ﾄﾞ　ﾚ言ドメ………へJﾚ_1　｢Rﾒｰづﾚ]　ﾚｽｰＡ]　しいうシドつ①カテゴＵ

からなる多煩ロシスティノ帽回帰分析(polyto皿)し1川o出stic regression 皿aly示)型付仁入

訳割安囚(即2dictoO上レ◇討蒙語量八使川昔の牛川上年齢、対蒙語量部使用さ利謁レ

ャレルおよブ使用年几ﾑ　且レナ討蒙焙甘体び緋仁子を想定するニ上士する(犬上

22　調査対象

　対象誤診項目を謨憐牛る仁め九千………-‥･牡ﾍﾞｰﾆ.仁ゾ。二万“｀ﾋﾞJ〔{叉t][jﾚEﾄ･i帽](ﾉ‾.'｀.万|ﾀﾞ)8ドー-･i-‘ﾉ;jtjヽヽ･ごT,jご(ﾉ)||

年玉ブゾ言レレ午対栄二……j-､,る,､‘.〕｡,上C〕〕し。､ﾝ,･'ﾌT,.､。書き士川性剔と年齢ぐ⊃貯すケ⑤報牛聯る昌優

がある牡め上デー一‥ｬﾍﾞｰ--白牡丹記事Ｖゾ六万。読者かﾄﾞ,八段非U礼　特に　卜占.＼ｹ　ﾚづ六万‘c万.‘J/

レナド寸}ﾙy絨⊃オプ☆寸牛謳乍伴象ﾊﾞ……'やLｿﾞ_y゛),､ﾉｹ.ヽ万ぷ2'l‘ ‘4` ｀。ｽ?()|∩〕'-･11..,L'-‾JC･二,，･一朝ﾄ｣新開ﾃﾞ白夕

匹-……⑤[縦ﾚ闘佐｣牛利川して調告示｢ドy検字を八八j.(,=l，玉川結'果を千千スト枇ドレ_,j一万ﾚ〕｀

牛ｺ一ラバー-ﾆ.Tﾉﾚ悦ﾚ賢良ﾚjﾆ.､∧レノ土　岫緋的ビ、ゾ∧レＵレ件つ　二回ﾉ∠J二十古Oﾌ対他　特計

帽言げﾄの使肝側か統言1づ坤☆几ｹ象寸ンレニ牡之几　ﾄ言〕ブくレ]じ土レャレ几犬ﾚT〕,上回。対象

誤鎗牡働甘鋲塵を使川者牡け亘ド分割{､.｡几入､'･〔⊃とけ),･くj, ,、

表１　ジャンルと性別と対象語彙の㈲元分割表
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23　分析の方法

　□レステイ引1.j･ ･万.゛ﾝ宇訓示分析は犬一一ﾀﾞ……ルサ斤ﾌﾚ､ｺﾞ｀y,J｢..､ﾂﾞﾅﾉ.じ,･変数を白白変数と∧｡っ子の□⑤塵

数牡号牡他⑤変数へ⊃ぐ押｣すケ府二‥ﾆ･レ☆≒………全一1'(ﾋﾞ･･･一万'1ヽ･1､T〕｀j.ｿﾞjれjﾐLI'l｀1才ﾄﾞj才ご,(Lﾆ',J二才‘゛,犬‘',で〕ある,･(゛jJ･診ﾚ.ﾅﾆ｢ヽ.且〕i{(,｣聯).,ly

A琵rest1(趾)Oﾌ卯行三三才言上，①レj]上．几敗　言言〕鋲づ乙矢支払九回ﾌﾞ………yL･'｢ﾋﾞ牡于白白7万万'･

際にＯﾉﾌﾟﾍﾟﾃｲヶﾂﾞｭﾉﾌﾟ川俗才什言レし犬上右‥殷白八白☆寸……ﾐ,｀',l゛J,ﾔﾚｿﾞﾐ).，壮士∧八寸‥づ疸計ﾚ斤

Ｙ上計量値の説明変数Ｘのモデルに寸言ノ几Ｘがｘｿﾞ)値の土方牡成訪米率をy九回レ牛

るとき，て(x☆レ＼ﾌﾞ臼戸毎ド往……九，ﾚづ……,ノくケj.鋲ﾌﾟ………犬(゛｀|､〕|回,_d,j首玉ｺj･jjﾆ1こ｀JL.･･(ま､､､｀jﾌﾟTﾚﾉﾚ){,｀引率ﾚ,-1､･万万゛4゛､､x､‘，牛Ｕ)
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千万∠……･Tある，
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リのオッズ比の対数をロジッ｀ﾄとする。最後のカテゴリ(J)をベースライレカテゴリ

とした場合，川個のロジソト式が構成される(Agrest回002:↑ﾌ4).

1og（痢／四）ニ則＋β恂 卜1 Ｑ＠∂ J-1 ②

本橋では，ＶＧＡＭパッケージの仕様に従い，べ犬スライレカテゴリとして「メール］

を選択している。

３．結果と考察

　礼節で述べたよう爪『朝日新開』データへ犬スを検索して，投書欄における使用例

yl29伴のデー一タを対象としマロンスティック回帰分析を行った。ニの節ては，分析

の結果を提示しその結果の意味するところを検討していくことにする．川節ては

説剛士数ごとに単士量解析を行い，それらが説明的な要因であるかとうかを検討本社

y2節ては犬多変量解析を行い，当てはまＯの良いモデルの構築を試みケ千社モデルか

らの予測を試みる。

3.1　単変量解析

　二二では，ﾚ箭子メール］とその同義語の倍量選択に関わる説明要因の候補としノ言

対象語部使用される文脈のタイプ（ジャンル），対象語を使用する人（書き手）の性別

や年齢，対象語部使用された年代，および使用年における対米語全体の総頻度，とい

う５つの変数を個別に瑕り釧ずる。そして，浜田（1999戸こ従い，ロレステずック回帰

モデルに当該変数のみを人れてごそれ部説剛的であるかどうかを判定する二とにす程

　はじめに　対象語部使用される記事のタイプ‥具体的には「ひととき］棚とし⑤」

棚の違い部対象語の選択に影響しているかとうかを調べることにする。表郷よ２つ

の投書棚における牡象倍量の使肘頻度と推計頻度（俳/ヤーご七ンドを示レてい⑤

表２　投書欄ごとの対象語彙の頻度表

　　　　　　　　　　　　｢ひとと①
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　ゾケ亜検定によＯ分布の等貧賎を検定ずると.，ゾここニ413とな胆有意水準Oヤ√で有

意である。残置を検討すると，ﾚ声］欄におレてレ電子メール］や「ドメール］の使用

　　　　　　　　　　　　　　　　　---68 --

「電子メール」とその競合的同義語の選択に関わるメカニズムの分析（！）

率が高く，「ひととき］欄においてレメール］の使用率が高い二三がわかる。

　ＶＧＡＭパッケージのvglm関故におレて，甘象倍量を応答変数，投書欄の別を説明変

故として多煩口ジット号デル毎構築し言説明度故に対する［引帚係数万頃は∧Oｨ↓88

とO｡98レであ肌　ともに有意であっ九。ニれらの頃はいずれ仁王である二とがら，

「ﾒ一万ﾚ］に対する「電子ﾒ一犬ﾚ］才|よび「Ｒメール」のオッズ比は，ﾚひ三三き］欄

よりも「声］欄において有意に高いことを示レている。また，説明変数をひレ匹仁侍

たない，切斤牡みのモデルを構築レ　二のモデルとの開で尤塵土検定毎号〕ﾚｰ万ヽ｀,ｹヽ,（と､,.､ｽjT’不乙,.、

Z2==45㈲白肝度ン几有亘てあ･j上万）だ証で催なＤ頃<O癩O副　ﾚﾆの二三はっし言上上回＼

欄と「声」欄の違伴すなわち，文脈タイプ（ノャレル）は説㈲的な鼎㈹てあるニ上

毎示レＴいる，

　次に，書き手の性別が説川的かとうか毎構汁ヤ仁　古３はケテヽ-一一‥大士･JI｀一生ｹ｝l､jﾌﾟ士犬･于呆倍

量で分割した頻度古である。

表３　性別による対象語彙の頻度

　　　　　　　　　　女性
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ヤ八白
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け糾

(り玉O)

（け肢O｝

４
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ｊ

- - ･ 一 ・ － ・

　古３の数値に基づいて「電子メー几］と「ﾒｰづﾚ］の性別口上る寸ッ足汗斗計抑寸

るとﾄ54U同様⑤「Ｅﾒ六万ﾚ］とﾚか一寸◇∧ﾉ計生別口上{六千万万.,･T､万一ﾍﾞﾌﾞ､L万［〕,｛｀万丈’､T?t l. ,,ｭ1･-､か,･く万丿　す

なわち，「.ﾒ犬ル］に対して「電子メール」を仲川する寸ッ犬は力付レがケ且づＴﾚ［ヶ一万’j

ﾄ斜言高く，同様に「メール］に対して「Ｅﾒｰづﾚ］を侑用するオ十≠は男性ケ女性

に比べて2j1倍高いと解釈される。性別を説剛変数として□レスティ犬帽仲賜上☆∧，

に投入すると∩生別の回帰係数はそれぞれO､耳34とOﾌ44てあ圧通常牡才六!,,∧∧上Cﾌﾟ〉ﾄ回

数換算すると，それぞれト斜と2jレとなる。ニ打ら牡係数⑤牡するワルト統計尚古百

出レ対応するＤ値を求牡ると，レず打ち有意であった。二の二とがゾ　潜貪千丁〕y

別ち圭古説明要因として働《と考犬られる。

　次に∧書言言の年齢が対象倍量の選択に影響を及ぼずがとうかを検討してみる。新

聞に掲載された投稿者の年齢は６歳から92炭にわか肌牛均は49.1炭であった☆|几

下の図↓は，投稿者の年齢削を４炭から10炭刻みで９つのカテゴリに分け，対米語量

の使用比率を開示しかものである。

一 一 一 一 一 一 6［一一
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図１　対象語彙の年齢層別使用比率
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古６の粗けyL数）寸土ｽﾞ比と調整済み（対数）孝二ズ比を比較すると、調整の前後で

数値の社号が変わるばとの変化，すなわち，増加と政争に関して効果が逆転するばど
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　大辻のデー一タに基づいてケー一般化マレテル検定（extended Mantel test）を行⊃だ（注几

ニの検定はバづ大のケ方の変数が順庄カテゴリである場合，子の順序性を考慮したス

コアを与えることによって統計量を算出レそれ部自肝度I－↓.の牡ｲ２乗分布Ｔ近

似できることを利用して，列変数と行変数の独立性を検定するものである。検定の結

果，パ=!14.07自由度２で，高度に有意であった（p<O｡000!）。すなわち，対象語彙の

総頻度は語彙の選択に関連かおるニと部示された。

　ニれ圭てと㈲様に，対象倍量の年代別総頻度を説明｛数としてロジスティック回帰

分析を行ったところ，説明変数に対する回帰係数として疸〇〇60三一O｡0013部得られ，い

ずれも有意であった。ニれらの回帰係数は，対象倍量の年代総額渡部〕L増加するごと

に　レメール］に対する「電子メ犬ル］と「Ｒメール」のオッズ比部それぞれO刃94

倍，0刃98倍に減少するニとを示している。「.メール］に対する「電子犬-づﾚ］のオッ

ズ比は，総額渡部100，200，400増加すると，それぞれ，約半分，約３分の仁約10

分の‾∩ﾆ減少すると予測ずる。図３は，年代頻度だけを説明変数とするロジスティッ

ク回帰モデルによ十万予測される確率前線し実際に観測された比率をプロットした

ちのてある（･几

図３　対象語彙の予測確率と観測比率
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図３を見ると土頻ﾅ旦200几下の場合に実測辻率し予測確率の乖膳部大きい二とがかか

る。ニれはまさに低頻度であるため⑤重みづけが足りないからである。年㈹別の総

頻度を見ると，1994年から2003年玉では急激に増加したものの，その後減少に転レ

鍛近数年は横ばいが続いている。レー一クの2003年を愉にレで，2000年と200ﾌ年は総

朧度では子ればど妾わらないけれと礼対米言量の比率は大き◇毀なっている犬-----ﾌﾞ旦

上限値近く玉て到達ずると，子⑤比率部固言化されるレル土玉Ｏ］効果とで右坪ぶべ

き現米部観察される。ニのごとに，対米語黄の選択を説明ずるには総朧度だけては不

上汁であるニと牡示してレると考犬ら利スム.
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『電子メール」とその競合的同義語の選択に関わるメカニズムの分析（１）

　ニニでは説明変数の候補の単変量解析をおニなった,。その結果，対象倍量が牛用言

れる文脈のタイプ，書き手の性別，使用される年代、年代別の総頻度などの変数が，

対象語彙の選択に影響しているニとが示され仁　二玉ヤ対し／几書き手牡年齢は説開

的な要因とレて働いていない二とが示された。

3.2　多変量解析

　二の節では.∧対象倍量の選択を説明するための多変量解析牡斤う。すなわち，ル数

け説明変数の候補を同時にモデル化して多重ロノノノドモブつレを構築する。匹シノテダ

ック回駱分社では交結尚子の候補牡長じ☆いニ収り迅毎で　子の変数の影響牡調整す

るニとができる　複数の変数を同時に順位レて解析をぐ且九　昇格レか後長仁姪ド関浦

する変数は。当該⑤応答サ言ゴリ∩朧択に独帽二関サする説明背囲であるケ見仁寸ニ

とができる（浜川200斗九

　はじめに，訓節で検討したら士数すべてを役人二万モデルを構築レ仁　ニレ寸､効

果モデルと切片のみのモデﾙjとの七爆圧検定の結果1｛よ高す帽二杵意ﾆﾌあるのへ∧　↑ごﾚ牡ず

モデルの回帰係数は全体として説明力があると土えるﾚ古６は，５つの変数に閲で｡､｡犬･T‘､.

訓節て且っか単変量解析の結果/得られた回帰係数の値（粧対数オッズ比）犬上干ﾚ効果

モデルの回帰係数の値（調整済み対数寸ヘズ圧）レフルト統計量および調整済み寸こいつｽ､T｀｀

圧の95‰信頼区間を示している。

表６　粗オッズ比と調整済みオッズ比の比較表
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大きな変化を示す貼のはなレ　二のニ上が①５変数〕巾に交絡大子よ言圭料ニレケレ

上判断できる。

　古引づエヤ毎梁デデル回投牡さ杵た変数の回径賜数⑤牡ヤるテ牛ド総計証①よブ

予のレ泣か示言杵ているぃ他の変数⑤影響を調整し言後ちニのＤ徴証⑤さレ士数は有

意性が高《，対象倍量の選机上強く腸塵してレる妾犬上考えしえる。巡回Ｄ徴ので大き

い変数は当該牡脱象にあまつ貢猷をしていない上判断じて，モデルが⑤順次骸じ除い

ていく二言にする　はレ牡し土贈賄モデルか］生剔変数剖泉首する二じケできる。

次回残る寸変数を組み込ん言モデルを構築ずる言　年齢変数の打且ぼの低いﾂﾞﾆｹ，

予料を除外した，３変数からなるモデルでは，との変数右有意であるため，二杵け上

走牝を威牛する二三二はで寺ない上判断し士古］よ土佐緋的なモデルにおける⑤背数

牡几ナメータの徴を示している,，

表７　最終の多項ロジッドモデルのパラメータ
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打る士言雍率てある尚∧

図４「ﾒｰづﾚ」の応答確率に対する各変数の部分効果
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　しレか∧犬ク…………ブij,ュj_Fリ貢・'でシ戸リーシ4゛'G｀,，エ，他レ白T帰分枇プ寸様几構築さ打∧士ド……･L｡,･C･ 'j｀.レ¨･‥(……ケ・

管測が（[能寸あ牡仁ケレ所ゾ九一回……丁゛'ズ〕ブする。鼓後し　Oレ＼．･[ヽヽ閃数汗ド矢使∇レ乙j、､｀｀，川十

後ドおレtる対礼半績牡辻答侑率牡首測{。回▽･じ∧み上う。対牡語績牡総頻体がケ恍ドド∩ツ

４　まとめ

　本稿ては∧電子メヽ一一.ﾇL,.一一i三寸ブ非|首語士対愉告衛土レし⑤Ｕ十け＼‥｀半開ﾉ一一'j.…………

ﾉﾉｹ牡矩にし_.……(Jj'゛
。塵対生ご………''.｀｡11･ｲ''牡目〕半白,.j一台ﾚ｀(とﾉ｀｡)⑤杵牛水圧|……つ大士';/U寸してプトし①⑤U/犬……づ　、ヽ

士対象ご多用ｏブスティゾク回緋伴析牡脂汗を適肝する□上士仁∇二八万,‘｀，俯☆･jく)△j]･｀一万二万･､､･黄万

□言根圧ご''ﾘｰｽ際レ脂汗○レ仁巡因め特士牡試みかぃレつの説開鼎㈹レ聯抽ﾚﾀﾞﾚ仁牡ﾔ，

回付レご巾薗証判よｹﾚ多塵量解緋牛☆つ∧‥　子犬朧牡土レニj゛､〕j゛ ， '爪(ノ………L｡J,､.□犬､宍こへ犬,1

首足二伸ﾚ肝首根ﾚ言頻レ几　古音子犬辻川ﾚと万..{↑ごづ胆⑤斤牡/よ言門塵因士ﾆﾀﾞ√Tノよレレ柏つ.ｭ(･､､宍‘jブ

付朧足愉ﾂ百牡川①扶ﾚ対朧⑤績が使川言れる．ﾉ☆ﾌﾟじ……･｀じ.,･,ｽﾚ｀ご;,よl｀､｀‘とﾚｿﾞぐﾂ≒'|言語衛士体入組千万……〕-j

訣規矩加圧≪耶市し…………j……と,｀1 ,,≪､.'､'T‘.'.∠してﾂ犬証○牡、ｿﾞ1〕‘､(ﾉ｀j･､)･ﾌﾟｼ･一万析乳り呆け，非］足府な典囲よつ右

士匿や頻度なゴの言足府耶判が当⑤規矩にレレ｡.j'-とし､<本万対自号゛'て二ある二三を①レている。近

年，Rvbec愉Kr皿くブレ帽ブレド半ｿﾞ川▽○⑤拒塵因ケ言⑤士化におい①重塵な役割士果

ケずニ三が指鎬され①音ている。|゛常子ﾉ牡ノレ]上土ﾒﾆｰ--.,ﾉﾚ..､j万言1首⑤①ある三則特回

短縮の関憚でかあるレ土士贈すすると。頻言効呆が足朧言根の鎖域回おレてち⑤巡⑤

牡㈹言し｡.ﾊﾞ゛{万万勁･ごく,〕T〕｀,､上ﾌい'掃ﾐよjy Jきれた二と］①言言かおる,，
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　本橋で提案したモデルが観測デ-･……-汐によく万万はま０，乱読現象の今後の推移予測

牡可能にする限Ｏにおいて、本研究は言語変化のメ牡エズ長研究に土ﾝぃ◇ヽ'゛゛'(ﾆTj゛ご｀ﾆ｡子種のア

プローデ方法の妥⑤庄を九万しかニとになるだろう。言言レ，本橋言よﾚ≪つかの課題

が末検討び)圭ま残されている。その一つは∧対象語量全体の年校紀朧侑ブ)ような広域

的に作用ずる頻度要目ばかしでな《，同一一一テキスト内における対象倍量の繰り返しに

よって生じる，いわゆる局所的な頻度要目の効果を測定するニとである。ニの課題に

寸いては橋を改めて考察レ万みたい。

汪

本研究万一{示{万万，m聯飲ケ毎績研究会からの牛⑤22本度研究袖肋奎け支援を受けてい

る。ニニ言感謝の意牡古ずる次第である。

１辿08本川ﾅ]発行の且年版万年６版言よる三，ﾚ有子メ犬几]とは｢コレビュヶ-一一タ問

　上が，ネットワー-クを通‾ﾚ六万｀催告・圃愧など牡尉佃⑤伝達・蓄積する通信システム。

　圭か。子ゾナレ訃尹ムド上レ皇検言れるメッ七-･一一-ﾆ,,ﾉ≒インターネットの利付形態万一一一-ﾊ

　つ犬上､定義されている､．∧仁一ヶ.,Jﾚ.｡､.|(ﾉ〕)煩しはレ七千メー一.Jﾚ,･､|の賂毎回ある回加記載

　されている､，／-一一・メー-ヽ.Jし土]の煩に帽回禄の記載かおる,。

２英毎においＴ仁短縮化の現象が観察される。｢電子メール｣はdec牡on毎ｍ扇|回あ

　るが六千の後c-mal!のように添付要素を簡賠化した複合毎加使和れ始め，鼓往では

　ハイフレ加つかない異形態ち一一般的になってきている。

尚Fo帽�r皿d Housum田)87バエ当佐辞衛加先行文脈レ土じていて既坤牡回報三な十て

　いると，話し｡ﾆ〕∩二よって毎形加蝉丿縮される傾向加ある二三を実証していぐ書きこ

　三ばに才且ﾚﾆち問禄ﾂﾞ壮白川が観察言打る二とが予想される，す壮和仁　問……交ﾚ脈|内

　Ｔ対象倍加縁⊃返し使和利ズ寸万きけ……、じﾊ現頻度加多くケるぼブ短縮形加使用される

　顛白加あると干想され⑤　ニれについては｡，本裕子はニ打けト議倫仕丁∧犬の機会

　に詳しく分析することに寸ﾉﾚ

４書き干牡け別については，投稿者の名前と職業がら推定し言　ﾚ薫]ﾚ千尋]など，

　判胆不可能なケ犬ス(54件)は子の後の分析から除外した,，

５今回，レメ犬ルアドレス]レメールマガノン]ﾚﾒｰづﾚ友匠ち]｢写真メール〕は分析

　対象レ言圭れている加，ニれらに付言ずる｢ゾルア則　＼メル友]｢メ几四万]ﾚ写

　利などの例を除いている。ニれらの短縮関憚にある問義毎ｿﾞ)使用選択については､，

　別の機会に検討するニ三にしたい。

６真m(2008ド∩よ∧言辞変化のメ九二ズムを説明ずるためにロレス〒ィック回帰分析

　を利用した辞究事例加紹介されてい⑤

７ ＶＧＡＭ八入ケープはThomas W〉Yee氏によ十て開元∩祭牡されている､，同氏のURL

　(httpl/ﾀﾞ/w'w｀'w,stdL.皿ck'1alld,ac,｢lz.･/･ヽう/ee｀)ぐ'゛ヽ〕づよ'X.7jじjA'Mﾉﾔｿ'ｹ｀･'‘一一-ﾚﾌぐ一二関する斗組な情報を

　記した文古加言開さ利ﾉヮ〕''ﾕ△-ゾレ，ここに記して感謝の意を大したﾚﾊ

往……-

『電子メi･一一･ル.］七.その競合的同義語の選択に関わるメカニズムの分析∩∩
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